
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
の
誇
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べ
き
国
民
皆
保
険
は
壊
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Ｔ
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Ｐ
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誇
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国
民
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保
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は
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孫
崎　

亨　

孫
崎　

亨　

　

三
月
一
六
日
、
日
本
教
育
会
館
で
、
地
公
退
主
催

の
学
習
会
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
何
が
問
題
か
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
の
孫
崎
亨
さ
ん
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
点
に

つ
い
て
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
を
さ
れ
、
参

加
者
一
同
は
運
動
へ
の
確
信
を
さ
ら
に
強
め
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
必
要
論
は
嘘
と
詭
弁

　

今
ま
で
の
政
治
は
、
大
衆
に
詭
弁
を
使
い
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
共
に
権
威
を
嵩
に
き
て
物
事
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
・
一
一
原
発
事
故
で
私
た
ち
は
そ
う
思
わ
な
く

な
っ
た
。
現
在
は
、
大
学
の
先
生
、
政
治
家
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
と
七
～

八
割
の
人
々
が
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
で
情
報
を
集
め
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
民
が
賢
く
な
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
逆
に
こ
の
機

会
に
で
き
な
け
れ
ば
将
来
は
暗
い
と
い
え
ま
す
。

　

今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
入
ら
な
い
こ
と
は
、
一
・
五
％
の
農
業
を
守
る
た
め
に
九
五
％

の
国
民
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
だ
と
い
う
政
治
家
（
前
原
誠
司
）
が
い
ま
す
が
、

と
ん
で
も
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
の
全
シ
ス
テ
ム
を
米
国
モ
デ
ル
（
新
自
由
主

義
）
に
切
り
替
え
さ
せ
る
も
の
で
国
民
全
員
が
犠
牲
に
な
る
問
題
な
の
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
国
民
健
康
保
険
は
破
壊
さ
れ
る
。
そ
の
カ
ギ
は
混
合
診
療
導
入

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
全
面
的
な
攻
撃
な
の
で
す
が
、
時
間
の
関
係
で
医
療
制
度
に
的

を
絞
っ
て
説
明
し
ま
す
。

　

今
の
日
本
で
は
一
般
的
に
病
気
に
な
っ
て
、
医
者
に
診
て
も
ら
え
な
い
で
死

ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
、
私
の
娘
は
ア
メ
リ
カ
に
い
ま
す
。
こ
の
間
電
話
が
来
て
虫
歯
に
な
っ

て
一
本
四
五
〇
〇
ド
ル
か
か
る
と
言
っ
て
ま
し
た
。
救
急
車
を
呼
ぶ
と
二
〇
万

円
、
一
〇
日
以
上
の
入
院
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
う
仕
組
み
が
日
本
に
押
し
付
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
医
師
会
は
一
一
月

二
日
に
以
下
の
見
解
を
出
し
ま
し
た
。

　

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
米
国
は
、
か
ね
て
よ
り
日
本
の
医
療

に
市
場
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
の
日
米
投
資
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
報
告
書
で
、
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
や
医
療
へ
の
株
式
会
社
の

参
入
を
求
め
二
〇
一
一
年
二
月
の
日
米
経
済
調
和
対
話
で
、
米
国
製
薬
メ
ー

カ
ー
の
日
本
市
場
拡
大
の
た
め
、
薬
価
算
定
ル
ー
ル
に
干
渉
し
た
。
」

　

そ
の
突
破
口
は
混
合
診
療
で
す
。
保
険
給
付
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
高
額

な
診
療
と
、
保
険
給
付
を
自
由
に
組
み
合
せ
て
よ
い
と
し
ま
す
。
そ
の
延
長
上

で
は
、
医
療
の
市
場
化
＝
必
要
な
人
が
診
療
を
受
け
る
皆
保
険
か
ら
、
金
を
払

え
る
人
だ
け
が
診
療
を
買
う
社
会
に
む
か
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
は
間
違
い

な
く
潰
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
が
な
く
な
る
も
う
一
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

「
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Ｓ
Ｄ
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n
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t
o
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t
a
t
e
 
D
i
s
p
u
t
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S
e
t
t
l
e
m
e
n
t

）
条
項
」
と
は
、
投

資
家
が
「
自
分
が
儲
け
る
こ
と
を
邪
魔
し
た
」
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
国
を
訴

え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
政
府
は
、
有
鉛
ガ
ソ
リ
ン
を
規
制
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

の
企
業
が
政
府
を
訴
え
ま
し
た
。
「
売
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
た
」
と
い
う
の

で
す
。
判
定
は
、
カ
ナ
ダ
政
府
の
対
応
は
「
利
益
を
無
く
し
た
」
と
な
り
、
補

償
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、
「
有
鉛
ガ
ソ
リ
ン
が
有
害
だ
」
な
ど

と
の
理
由
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
「
規
制
に
よ
り
売
る
機
会
を
国
が
奪
っ
た
」
と

い
う
こ
と
だ
け
の
判
断
で
す
。
そ
れ
で
は
こ
の
ジ
ャ
ッ
ジ
は
誰
が
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
投
資
紛
争
解
決
国
際
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
や
り
ま
す
。
議
論
は
公
開

さ
れ
ま
せ
ん
。
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
国
会
で
の
追
及
で
は
野
田
総

理
は
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

「
三
丁
目
の
夕
日
」
と
良
き
日
本

　

自
分
は
、
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
て
も
、
自
分
よ
り
苦
し
い
人
を
助
け
る
。

戦
後
、
八
〇
年
代
ま
で
の
日
本
社
会
で
し
た
。
高
度
成
長
下
で
も
農
業
、
中
小

企
業
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
小
泉
総
理
は
弱
者
を
切
り
捨
て
た
。

「
三
丁
目
の
夕
日
」
と
い
う
映
画
は
若
い
人
が
「
今
日
本
で
は
何
か
お
か
し
い

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と
疑
問
を
感
じ
て
作
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
と
っ
て
重
要
な
国
と
は

　

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
と
日
本
は
孤
児
に
な
る
」
（
経
団
連
米
倉
会
長
）
は

真
っ
赤
な
ウ
ソ
で
す
。

　

い
ま
、
中
国
の
経
済
力
は
日
本
の
上
に
な
り
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
を
見
て
下
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
伸
び
て
い
ま
す
。
日
本
は
横
ば
い
で
す
が
、

こ
れ
は
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
円
高
で
、
蓄
積
し
た
富
を
ア
メ
リ
カ
に
奪
わ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

中
国
が
超
大
国
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
追
い
抜
く
と
い
う
の
は
、
世
界
一
般
の

認
識
で
す
が
、
日
本
だ
け
が
追
い
抜
か
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ア
メ

リ
カ
は
中
国
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
経
済
圏
を
考

え
、
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
は
協
力
が

必
要
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
イ
ス
ラ

ム
・
大
統
領
制
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
キ

リ
ス
ト
教
・
大
統
領
制
）
、
タ
イ
（
王

政
・
仏
教
）
、
イ
ン
ド
（
議
院
内
閣

制
・
仏
教
）
で
す
。
こ
れ
だ
け
体
制
の

違
う
国
が
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
ア
セ
ア
ン
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
を
作
っ
た
の
で

す
。

　

長
い
間
戦
争
を
し
て
き
た
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
は
戦
争
し
な
い
た
め
に
協
力

が
重
要
で
あ
る
と
し
て
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
を
作
っ
た
の
で
す
。
経
済
の
基
礎
に

な
る
も
の
を
共
通
管
理
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
に
ま
で
発
展
し
た
の
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
ア
ジ
ア
と
手
を
結
び
、
ア
メ
リ
カ
と
距
離
を
置
く
と

い
う
だ
け
で
、
政
治
的
に
葬
り
去
ら
れ
ま
す
。
芦
田
均
（
所
電
疑
獄
）
、
田
中

角
栄
（
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
）
、
小
沢
一
郎
（
政
治
資
金
付
替
問
題
）
し
か
り
で

す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
米
国
の
利
益
で
あ
り
、
日
本
の
た
め
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
べ
き
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
の
人
は
大
変
勉
強
し
て
い
ま
す
。
賛

成
の
人
は
勉
強
し
て
い
な
い
の
が
特
長
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
国
民
皆
保
険
を
潰
す

と
は
言
っ
て
な
い
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
施
す
れ
ば
事
実
と
し
て
潰
れ
る

の
で
す
。

　

自
由
に
も
の
い
う
こ
と
が
で
き
る
高
齢
者
と
若
者
が
結
託
し
、
大
い
に
勉
強

し
て
日
本
が
世
界
に
誇
る
国
民
皆
保
険
を
守
り
抜
き
ま
し
ょ
う
。
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「
被
用
者
年
金
一
元
化
法
案
」
と
そ
の
他
の
年
金
制
度
改
正
動
向

「
被
用
者
年
金
一
元
化
法
案
」
と
そ
の
他
の
年
金
制
度
改
正
動
向

被
用
者
年
金
一
元
化

被
用
者
年
金
一
元
化

　

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
被
用
者
年
金
一
元

化
に
つ
い
て
、
政
府
は
四
月
一
三
日
に
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

法
案
は
一
部
を
除
い
て
は
基
本
的
に
二
〇
〇
七
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
法
案

を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
法
案
は
当
時
野
党
だ
っ
た
民
主
党
が
「
全
国
民
が
加

入
す
る
所
得
比
例
年
金
を
創
設
す
る
」
と
い
う
具
体
性
を
欠
く
「
構
想
」
を
対

置
し
て
、
国
会
審
議
自
体
に
反
対
し
た
た
め
一
度
も
審
議
さ
れ
な
い
ま
ま
廃
案

と
な
っ
た
が
、
今
回
民
主
党
政
府
が
改
め
て
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
提
案
す
る
こ
と

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

前
回
の
案
は
連
合
の
内
部
討
議
を
積
み
上
げ
て
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
当
事

者
の
意
見
を
調
整
し
、
自
民
党
内
の
粗
暴
な
議
論
を
退
け
つ
つ
一
定
の
到
達
点

を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
地
公
退
と
し
て
は
、
「
追
加
費
用
削
減
は
筋
違
い
で
あ
る
」
こ
と
、
「
職

域
部
分
の
廃
止
に
あ
た
っ
て
は
、
公
民
均
衡
す
る
新
た
な
制
度
を
新
設
す
る
」

こ
と
な
ど
の
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
大
枠
で
は
公
民
労
働
者
の
連
帯

の
下
で
被
用
者
年
金
の
一
元
化
の
考
え
方
は
是
と
す
る
全
体
判
断
を
し
て
き
た
。

　

今
次
の
検
討
に
あ
た
っ
て
も
、
与
党
の
一
部
か
ら
制
度
の
沿
革
を
無
視
し
た

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
前
回
法
案
の
到
達
点
が
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
、

地
公
退
と
し
て
は
現
実
的
な
被
用
者
年
金
一
元
化
に
向
け
た
内
容
と
受
け
止
め

る
。

　

し
か
し
、
関
係
審
議
会
で
の
論
議
・
関
係
労
使
の
協
議
を
欠
い
て
関
係
省
庁

の
調
整
で
作
成
さ
れ
た
た
め
、
合
意
形
成
の
不
十
分
さ
・
過
程
の
透
明
性
に
関

す
る
批
判
が
あ
る
。
法
案
内
容
が
自
公
政
権
案
と
同
じ
で
も
国
会
審
議
で
は
必

ず
し
も
野
党
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
と
も
伝
え
ら
れ
、
政
府
に
は
引
き
続
き
合

意
形
成
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
政
府
与
党
は
年
金
制
度
の
改
革
に
先
立
っ
て
、
年
金
受
給
者
に
約
束

し
た
年
金
控
除
等
の
復
元
・
労
組
に
約
束
し
た
公
務
員
の
労
働
基
本
権
に
関
す

る
法
改
正
を
優
先
的
に
成
立
さ
せ
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
後
回
し

に
す
る
と
す
れ
ば
信
義
上
の
問
題
が
あ
る
。

　

以
下
、
主
な
内
容
と
地
公
退
の
問
題
意
識
を
示
す
。

䞮
一
元
化
法
案
の
骨
子
と
問
題
意
識
䞯

一 

、
公
務
員
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
、
二
階
部
分
の
年
金
は
厚
生
年
金
に
統
一

す
る
。
⇓
基
本
的
に
賛
同
。

二 

、
共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の
制
度
的
な
差
異
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
厚
生

年
金
に
揃
え
て
解
消
す
る
。
⇓
基
本
的
に
賛
同
す
る
が
、
既
裁
定
内
容
に
影

響
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
（
メ
デ
ィ
ア
は
「
遺
族
年
金
の
転
給
」
を
官
民

格
差
の
象
徴
の
よ
う
に
喧
伝
す
る
が
、
実
際
の
件
数
・
金
額
は
極
め
て
僅
か

で
あ
る
こ
と
や
、
軍
人
恩
給
の
ル
ー
ル
と
共
通
に
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
な
い
。
制
度
沿
革
と
デ
ー
タ
に
基
づ
か
な
い
公
務
員
に
対
す
る
悪
印
象

作
り
の
典
型
）
。

三 

、
共
済
年
金
の
一
・
二
階
部
分
の
保
険
料
を
引
き
上
げ
、
厚
生
年
金
の
保
険

料
率
（
上
限
一
八
・
三
％
）
に
統
一
す
る
。
⇓
基
本
的
に
同
意
。

四 

、
厚
生
年
金
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
効
率
的
な
事
務
執
行
を
行
う
観

点
か
ら
、
共
済
組
合
や
私
学
事
業
団
を
活
用
す
る
。
ま
た
、
制
度
全
体
の
給

付
と
負
担
の
状
況
を
国
の
会
計
に
取
り
ま
と
め
て
計
上
す
る
。
⇓
地
公
退
は

財
界
の
一
部
が
主
張
し
た
共
済
組
合
廃
止
・
積
立
金
全
額
厚
生
年
金
繰
り
入

れ
と
い
う
暴
論
に
反
対
し
、
年
金
・
医
療
保
険
・
福
利
事
業
の
三
事
業
を
一

体
で
担
っ
て
き
た
事
務
組
織
と
し
て
共
済
組
合
を
存
続
す
べ
き
と
主
張
し
て

き
た
。
今
次
案
を
歓
迎
す
る
。
ま
た
、
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
の
共
通
勘
定

以
外
の
積
立
金
は
既
裁
定
の
職
域
部
分
給
付
に
充
て
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し

て
、
共
済
組
合
が
管
理
・
運
用
す
べ
き
で
あ
り
、
今
次
案
は
妥
当
。

五 

、
共
済
年
金
に
あ
る
公
的
年
金
と
し
て
の
三
階
部
分
（
職
域
部
分
）
は
廃
止

す
る
。
公
的
年
金
と
し
て
の
三
階
部
分
廃
止
後
の
新
た
な
年
金
に
つ
い
て
は

別
に
法
律
で
定
め
る
。
（
今
回
の
法
案
と
切
り
離
し
て
「
共
済
年
金
職
域
部

分
と
退
職
給
付
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
で
、
人
事
院
が
三
月
七
日
に
公
表

し
た
「
民
間
の
企
業
年
金
及
び
退
職
金
の
調
査
結
果
と
見
解
」
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
退
職
手
当
の
取
り
扱
い
と
と
も
に
検
討
さ
れ
る
。
）
⇓
職
域
部
分
を

廃
止
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
分
は
確
実
に
給
付
に
結
び
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
退
職
手
当
・
企
業
年
金
を
総
合
し
た
国

公
・
地
公
共
通
の
公
民
均
衡
の
新
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。
有
識
者
会

議
の
事
実
に
基
づ
く
合
理
的
な
検
討
、
関
係
者
と
の
協
議
と
合
意
形
成
を
求

め
る
。

六 

、
追
加
費
用
削
減
の
た
め
、
恩
給
期
間
に
係
る
給
付
に
つ
い
て
本
人
負
担
の

差
に
着
目
し
て
二
七
％
引
き
下
げ
る
。
た
だ
し
、
一
定
の
配
慮
措
置
を
講
じ

る
。
⇓
地
公
退
は
「
追
加
費
用
は
年
金
の
加
算
で
は
な
く
、
共
済
発
足
以
前

の
恩
給
（
文
官
・
軍
人
共
通
）
を
含
む
雇
用
主
責
任
の
債
務
を
支
払
い
代
行

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
年
金
制
度
の
官
民
均
衡
と
は
別
次
元
の
課
題
」
と

主
張
し
て
き
た
。
今
次
案
が
再
度
前
回
並
み
の
削
減
を
含
ん
で
い
る
の
は

認
め
が
た
い
。
加
え
て
前
回
案
で
は
削
減
す
る
場
合
で
も
配
慮
措
置
と
し

て
「
年
二
五
〇
万
円
」
ま
で
の
年
金
額
を
保
証
す
る
と
し
て
い
た
が
、
今
次

案
で
は
消
費
実
態
調
査
を
反
映
し
た
と
し
て
最
低
保
障
額
を
「
年
二
三
〇
万

円
」
に
引
き
下
げ
て
い
る
こ
と
は
更
に
問
題
が
あ
る
。

そ
の
他
の
年
金
改
革

そ
の
他
の
年
金
改
革

　

一
体
改
革
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
年
金
に
関
す
る
改
定
は
、
上
記
の
被
用
者
年

金
一
元
化
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て
法
案
や
政
令
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、

民
主
党
は
衆
議
院
に
「
一
体
改
革
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
審
議
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
法
案
は
、
成
案
化
す
る
に
あ
た
り
社
会
保
障
審
議
会
の
関
連
部
会

で
検
討
さ
れ
た
が
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
結
論
あ
り
き
の
様
相
が

あ
り
、
適
用
拡
大
特
別
部
会
で
は
審
議
途
中
で
拡
大
範
囲
を
政
府
が
決
定
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
な
ど
、
審
議
の
あ
り
方
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
、
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

：

三
月
二
八
日
公
布

　

 　

二
〇
一
二
年
度
年
金
額
の
改
定
△
〇
・
三
％
四
月
施
行
、
六
月
支
給
分
か

ら
⇓
物
価
ス
ラ
イ
ド
は
上
昇
時
も
下
落
時
も
実
施
さ
れ
る
べ
き

二 

、
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」

：

二
月
一
〇
日
国
会
提
出

　

＊ 　

「
基
礎
年
金
国
庫
負
担
一
／
二
財
源
確
保

：

交
付
国
債
」
⇓
速
や
か
に

安
定
財
源
を
用
意
す
べ
き

　

＊ 　

「
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
水
準
の
三
年
間
で
の
解
消
（
一
二
年
一
〇
月
△

〇
・
九
％
、
一
三
年
四
月
△
〇
・
八
％
、
一
四
年
四
月
△
〇
・
八
％
）
」

⇓
物
価
上
昇
時
に
吸
収
す
べ
き
、
年
金
控
除
復
元
公
約
を
実
現
も
せ
ず
減

額
す
る
こ
と
に
は
反
対

三 

、
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
お
よ
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め

の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

：

三
月
三
〇
日
国
会
提
出

　

＊ 　

「
低
所
得
者
に
対
す
る
基
礎
年
金
加
算
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
施
行
）
」

⇓
防
貧
機
能
と
し
て
の
年
金
保
険
に
救
貧
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
反
対

　

＊ 　

「
基
礎
年
金
受
給
資
格
期
間
短
縮
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
施
行
）
」
⇓
意

味
の
あ
る
年
金
額
を
確
保
す
る
た
め
に
受
給
資
格
期
間
は
短
縮
す
べ
き
で

な
い

　

＊ 　

「
高
所
得
者
の
基
礎
年
金
公
費
負
担
分
の
減
額
（
ク
ロ
ウ
バ
ッ
ク
）
（
二

〇
一
五
年
一
〇
月
施
行
）
」
⇓
明
瞭
な
考
え
方
と
基
準
に
基
づ
き
該
当
者

に
対
す
る
合
意
形
成
が
図
ら
れ
れ
ば
、
同
意
で
き
る

　

＊ 　

「
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
厚
生
年
金
・
健
康
保
険
の
適
用
拡
大
（
二

〇
一
六
年
四
月
施
行
）
」
⇓
逃
げ
腰
で
な
く
抜
本
的
に
拡
大
す
べ
き

　

＊　

産
休
期
間
中
の
保
険
料
免
除
⇓
歓
迎

　

提
出
さ
れ
た
法
案
以
外
、
以
下
の
事
項
は
「
引
き
続
き
検
討
」
と
し
て
当
面

法
案
提
出
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。

①
「
第
三
号
被
保
険
者
制
度
見
直
し
」
②
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
検
討
」

③
「
在
職
老
齢
年
金
の
見
直
し
」
④
「
標
準
報
酬
上
限
の
見
直
し
」

　

ま
た
、
「
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
」
に
つ
い
て
は
将
来
課
題
と
し
て
中
長

期
的
に
検
討
し
、
二
〇
一
二
年
通
常
国
会
に
は
法
案
を
提
出
し
な
い
と
し
て
い

る
。

　

二
〇
一
三
年
に
法
案
を
提
出
す
る
と
表
明
し
続
け
て
い
る
「
新
た
な
年
金
制

度
創
設
」
は
必
要
性
も
実
現
可
能
性
も
な
い
。
速
や
か
に
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。
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